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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

「
歯
周
組
織
は
ど
の
よ
う
に
再
生
さ
れ
る
か
？
」

日
時　

９
月
21
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

栗
原
英
見
氏
（
広
島
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研

究
科
教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

９
月
度
生
涯
研
修

第
３
回
社
保
講
習
会

日
時　

８
月
23
日
（
土
）
午
後
６
時
～
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
隣
り
）

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　
「
歯
周
疾
患
、
歯
冠
修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
、
有
床
義
歯
」

※
『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』
２
０
０
８
年
４
月
版
を
ご
持

参
く
だ
さ
い

「
税
務
調
査
対
策
研
究
会
」（
歯
科
・
医
科
協
会
共
催
）

日
時　

８
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時
～
５
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料

講
師　

協
会
顧
問
税
理
士
団

【ゴルファー保険】ご加入の先生方へ

　毎年11月１日がゴルファー保険の満期更新日です。今年度の
保険料はご指定の御口座より９月に引去り致します。今年度の
加入者証は、12月下旬に発送予定です。
　ご不明な点は、大阪府保険医協同組合・保険共済部までお問
い合わせ下さい。【TEL06－6568－2230】

自動更新のご案内

開
業
医
対
象「
新
規
開
業
医
講
習
会
」

日
時　

９
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

会
費　

会
員
無
料　

定
員　

50
人

※
午
前
10
時
～
正
午　

「
募
集
・
面
接
・
採
用
・
契
約
か
ら

日
常
の
雇
用
管
理
」

　

講
師　

桂
好
志
郎
氏
（
社
会
保
険
労
務
士
）

※
午
後
１
時
～
３
時　

「
新
規
個
別
指
導
対
策
と
カ
ル
テ
の

書
き
方
」

　

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

歯科臨床・
学術学会部

「
自
主
記
帳
の
会
」（
全
６
回
シ
リ
ー
ズ
）

日
時　

９
月
27
日
、
10
月
11
日
、
11
月
１
日
・
15
日
、
12
月

　
　

６
日
・
20
日
の
各
土
曜
日

　
　
　

午
後
３
時
～
５
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

中
谷
光
之
税
理
士
（
顧
問
税
理
士
団
）

会
費　

３
万
円
（
全
６
回
分
一
括
）

※
開
催
要
項
、
会
場
案
内
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

手
書
き
簡
易
記
帳
講
習
会

「
医
科
歯
科
連
携
強
化
の
た
め
に
」（
仮
題
）

日
時　

９
月
27
日
（
土
）　

午
後
６
時
～
７
時
30
分

会
場　

高
槻
市
立
総
合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー　

視
聴
覚
室

（
Ｊ
Ｒ
「
高
槻
」
駅
徒
歩
１
分
、
阪
急
京
都
線
「
高

槻
市
」
駅
徒
歩
５
分
）

講
師　
白
川
義
純
氏（
う
え
だ
下
田
部
病
院
勤
務
）　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

三
島
地
区
講
習
会

　

米
国
の
複
数
の
疫
学
研
究

よ
り
、
歯
周
炎
の
あ
る
人
は

な
い
人
と
比
較
し
て
、
心
臓

・
血
管
疾
患
を
発
症
す
る
可

能
性
が
20
～
１
８
０
％
高
い

と
い
う
報
告
が
あ
る
。
糖
尿

病
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
・
タ
バ
コ
等
々
、
生

活
習
慣
に
よ
っ
て
動
脈
硬
化

が
促
進
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
患
者
に
歯
周
病

が
加
わ
る
と
、
心
筋
梗
塞
の

リ
ス
ク
が
更
に
高
ま
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
る
。

　

ま
た
歯
周
病
が
重
度
に
な

る
に
つ
れ
て
、
糖
尿
病
患
者

の
虚
血
性
心
疾
患
に
よ
る
死

亡
率
が
高
く
、
ま
た
冠
状
動

脈
疾
患
で
死
亡
し
た
者
の
冠

動
脈
部
の
内
膜
部
か
ら
、
歯

周
病
細
菌
特
有
の
嫌
気
性
菌

「
Ｐ
・
Ｇ
菌
」
が
、
動
脈
壁

に
で
き
る
ア
テ
ロ
ー
ム
（
粥

状
）
性
の
動
脈
硬
化
で
検
出

さ
れ
て
い
る
。

　

ア
テ
ロ
ー
ム
性
の
動
脈
硬

化
は
、
炎
症
性
の
あ
る
と
こ

ろ
の
血
管
壁
が
膨
ら
ん
で
血

管
が
詰
ま
り
形
成
さ
れ
る
。

ま
た
、
歯
周
病
や
糖
尿
病
に

起
因
す
る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や

急
性
期
蛋
白
（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
）
に

加
え
、
歯
周
病
菌
あ
る
い
は

内
毒
素
で
あ
る
リ
ポ
多
糖

（
Ｌ
Ｐ
Ｓ
）
が
動
脈
硬
化
の

発
症
に
関
わ
っ
て
い
る
可
能

性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
、

歯
周
病
菌
は
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

か
ら
リ
ン
パ
管
を
経
て
血
管

内
に
侵
入
、
そ
し
て
白
血
球

土井 英暉（東成区）

歯周病と全身疾患

120

か
ら
逃
れ
る
性
質
を
持
っ
て

い
る
。
そ
の
性
質
と
は
、
血

小
板
内
に
入
り
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
白
血
球
か
ら
逃
れ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

血
小
板
内
に
歯
周
病
菌
が

入
る
と
、
血
小
板
は
お
互
い

に
集
ま
り
血
栓
を
作
っ
て
全

身
に
移
動
し
、
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
の
病
態
と
な
る
こ
と

が
判
明
し
た
。
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
、
筑
波
血
管
セ
ン
タ

ー
の
岩
井
武
尚
所
長
（
東
京

医
科
歯
科
大
学
大
学
院
血
管

・
応
用
外
科
学
分
野
）
が
世

界
で
初
め
て
解
明
し
た
。

　

歯
周
病
は
、
歯
を
失
う
リ

ス
ク
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
生
死
に
関
わ
る
重
要
な

基
礎
疾
患
と
し
て
病
気
の
基

幹
を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

（
お
わ
り
）

息
肉
除
去
等
の
廃
止
に
怒
り

「
ポ
イ
ン
ト
分
か
っ
た
」と
好
評

　

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
、
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し

た
講
習
会
「
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
た
め
の
セ
メ
ン
ト
・
印
象

材
練
和
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
７

月
20
日
、
保
険
医
会
館
で
開

い
た
。
講
師
は
岩
崎
小
百
合

氏
。
11
人
の
参
加
者
は
、
２

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
実
習

し
コ
ツ
を
学
ん
だ
。

　

岩
崎
氏
は
、
冒
頭
に
歯
の

構
造
と
、
う
蝕
の
分
類
・
治

療
に
つ
い
て
説
明
し
「
裏
装

に
使
う
セ
メ
ン
ト
と
仮
封
に

使
う
セ
メ
ン
ト
は
硬
さ
が
異

な
る
。
治
療
の
流
れ
の
中
で

ど
の
セ
メ
ン
ト
材
を
使
う
の

か
分
か
れ
ば
必
要
な
分
量
や

硬
さ
も
分
か
る
」「
セ
メ
ン

ト
を
練
る
時
は
ス
パ
チ
ュ
ラ

の
同
じ
面
だ
け
を
使
う
。
最

初
は
表
に
印
を
つ
け
て
練
る

と
や
り
や
す
い
」
と
説
明
し

た
。

　

印
象
材
の
練
和
時
に
は
、

練
る
部
分
を
広
く
取
れ
る
ラ

バ
ー
ボ
ー
ル
の
持
ち
方
や
、

練
る
時
の
手
の
位
置
な
ど
を

簡
単
に
練
習
で
き
る
方
法
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
普
段
、

練
習
す
る
機
会
が
な
い
の

で
、
た
く
さ
ん
練
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」「
細
か

い
ポ
イ
ン
ト
を
丁
寧
に
、
手

取
り
足
取
り
教
え
て
く
れ
た

の
が
よ
か
っ
た
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。

練り方を指導する岩崎氏＝７月
20日、保険医会館　　　　　　

●
患
者
へ
の
情
報
提
供
文
書

は
回
数
が
減
っ
た
だ
け
。
廃

止
す
べ
き
で
す
。
レ
ジ
ン
充

填
は
歯
科
で
は
よ
く
行
う
こ

と
な
の
に
点
数
が
丸
め
込
ま

れ
て
腹
が
立
ち
「
ど
う
い
う

こ
と
や
」
と
思
っ
て
い
る
。

保
険
が
な
く
な
っ
て
い
く
の

な
ら
「
歯
は
自
費
で
治
す
よ

う
に
し
て
下
さ
い
」
と
国
民

に
知
ら
し
て
い
き
な
さ
い
。

（
20
～
30
代
）

●
初
再
診
料
は
医
科
レ
ベ
ル

に
！　

文
書
を
出
さ
な
く
し

て
ほ
し
い
。
歯
科
業
で
生
活

が
出
来
る
保
険
点
数
に
し
て

ほ
し
い
。
消
費
税
が
上
が
れ

ば
ま
す
ま
す
経
営
は
悪
化
し

て
し
ま
う
。
も
し
消
費
税
が

上
が
っ
た
時
、
点
数
に
上
乗

せ
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
（
20
～
30
代
）

●
何
十
年
の
間
、
歯
科
点
数

が
変
わ
っ
て
な
い
項
目
が
多

い
こ
と
に
は
納
得
い
き
ま
せ

の
廃
止
で
あ
る
。
最
も
重
要

な
部
分
を
削
り
取
り
、
先
進

医
療
技
術
（
レ
ー
ザ
ー
等
）

を
低
点
数
で
導
入
す
る
と
は

●
初
再
診
料
を
２
点
や
そ
こ

ら
上
げ
て
も
、
例
え
ば
レ
ジ

ン
充
填
の
点
数
を
下
げ
た

り
、
ラ
バ
ー
ダ
ム
、
息
肉
除

去
を
廃
し
て
し
ま
え
ば
、
同

じ
処
置
を
し
て
も
３
月
よ
り

４
月
は
点
数
が
下
が
っ
た
。

公
的
保
険
医
療
と
公
的
教
育

の
充
実
は
、
国
の
安
定
と
未

来
の
為
に
不
可
欠
だ
と
痛
感

ア
み
た
い
な
も
の
で
、
経
営

で
き
な
い
。
実
情
で
す
。

（
50
代
）

●
歯
肉
縁
下
カ
リ
エ
ス
で
、

根
幹
治
療
を
す
る
時
に
、
息

肉
を
除
去
し
、
隔
壁
ま
で
作

っ
て
か
ら
治
療
に
入
っ
て
い

る
の
に
、
バ
ッ
サ
リ
カ
ッ
ト

さ
れ
る
と
、
本
当
に
痛
い
。

治
療
に
必
要
な
時
間
に
対
し

局
、
貧
し
い
弱
い
立
場
の
人

の
医
療
を
受
け
る
権
利
が
お

か
さ
れ
て
い
く
！　

福
祉
も

含
め
て
、
根
本
か
ら
の
医
療

全
体
を
見
直
す
必
要
あ
り
。

（
50
代
）

●
歯
科
医
療
は
歯
を
失
う
リ

ス
ク
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

生
死
に
関
わ
る
重
要
な
基
礎

疾
患
と
し
て
見
直
さ
れ
、
そ

の
予
防
と
診
療
は
全
身
の
健

康
維
持
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
今
、
医
者
並
み
の
診
療
報

酬
を
認
め
る
か
、
歯
科
医
療

差
別
す
る
な
。（
60
代
）

●
せ
め
て
医
科
並
み
の
初
再

診
料
に
。
医
科
と
く
ら
べ
て

あ
ま
り
に
も
技
術
料
が
安

い
。
一
体
私
た
ち
の
時
給
は

い
く
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

義
歯
調
整
、
咬
合
調
整
、
30

分
か
か
っ
て
何
百
円
あ
る
い

は
、
タ
ダ
。
こ
れ
で
親
切
な

診
療
が
出
来
ま
す
か
。（
70

歳
以
上
）

し
て
い
ま
す
。（
40
代
）

●
院
内
感
染
対
策
を
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
再
診
の
み
の
診
療

で
も
、
マ
ス
ク
や
デ
ィ
ス
ポ

用
品
、
バ
キ
ュ
ー
ム
等
の
洗

浄
、
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
な
ど

の
費
用
が
必
要
で
す
。
人
件

費
、
光
熱
費
を
入
れ
る
と
赤

字
で
す
か
？　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

て
、
割
に
あ
わ
ん
な
ぁ
と
つ

く
づ
く
思
う
。
子
供
に
は
、

歯
医
者
は
や
め
と
き
と
、
説

得
し
ま
し
た
。（
50
代
）

●
保
険
診
療
だ
け
の
経
営
維

持
は
困
難
。
経
営
を
成
り
立

た
せ
る
た
め
に
は
、
自
費
を

増
や
す
し
か
な
く
、
患
者
さ

ん
の
差
別
化
が
起
こ
る
。
結

ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
益

々
、
質
の
悪
い
治
療
が
蔓
延

し
、
医
療
崩
壊
に
拍
車
を
か

け
る
と
思
い
ま
す
。（
20
～

30
代
）

●
今
回
の
改
定
に
お
い
て
一

番
納
得
で
き
な
い
の
が
「
充

填
物
の
研
磨
」「
歯
肉
息
肉

除
去
」
等
に
関
す
る
技
術
料

言
語
道
断
。
こ
れ
で
は
診
療

に
対
す
る
意
欲
が
低
下
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。（
40
代
）

●
歯
科
医
療
現
場
は
瀕
死
の

状
態
で
す
。
雑
務
が
多
過
ぎ

て
通
常
の
診
療
に
対
す
る
意

欲
が
わ
か
な
い
。
負
担
を
速

や
か
に
や
め
て
ほ
し
い
。

（
40
代
）

　

２
０
０
８
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
や
受
け
止
め
を
調
べ
る
た
め
に
協
会
が
５
月

に
実
施
し
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
06
改
定
の
マ
イ
ナ
ス
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
歯
科
医

院
の
状
況
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
入
欄
に
は
、
歯
科
医
療
政
策

へ
の
怒
り
の
声
や
医
院
経
営
を
め
ぐ
る
切
実
な
訴
え
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
一
部
を

紹
介
す
る
。

08
改
定
ア
ン
ケ
ー
ト 

自
由
記
入
欄
の
声

練
和
技
術
を
実
習
で
学
ぶ

「
歯
科
医
療
現
場
は
瀕
死
状
態
」

―特に関係ある糖尿病について（最終回）


